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斑鳩町
②学校と地域
の課題

学校支援ボラ
ンティアの確
保・育成

小中学校では、学校の環境整
備など地域のボランティアの
方に参加していただいている
ものの、学校・地域・行政の
橋渡し役であるコーディネー
ター（行政職員や教員が担っ
ている場合を除く）がいな
い。

R5年度では、斑鳩小学
校と斑鳩南中学校にお
いて、R6年度での学校
運営協議会運用開始に
向けた準備をすすめ、
R6年度から運用を開始
している。同時に、学
校・地域・行政間の円
滑なコミュニケーショ
ンのためには、コー
ディネータの存在が必
要不可欠と考えてお
り、これまでの学校・
地域間の関係や地域人
材の現状整理を行った
が、発掘に難航してい
る状況である。

R7年度から、全小中学校（R6年度導入
校を含む）への学校運営協議会導入に
向け、地域のボランティアの方による
コーディネーターを、各小中学校に１
名ずつ（計５名）配置する。また、先
進地のCS職員やコーディネーターを講
師として招き、学校・地域・行政職員
を対象に研修会を実施し、人材育成を
図る。

教員の業務負担軽減、学校運
営を担ううえでの地域の方の
当事者意識の向上

コーディネーター
配置人数 0 人 5 0 2

R6年度から、斑鳩小学校と斑鳩南中学校において学校運
営協議会を設置し、学校運営に関することや、学校と地
域の関わりについて協議されているところである。学校
運営協議会の中では、学校・地域・行政間の円滑なコ
ミュニケーションのためには、コーディネーターの存在
が必要不可欠という認識はあり、地域の中心的役割を担
う人材は存在するものの、地域の方の家庭等の都合もあ
り、コーディネーターを配置することができなかった。

https://www.town.ikaruga.nara.j
p/0000002783.html
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